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1. タヅナミガイくDolabelIaauricula S.)の遺精機転について…千大医森田解剖黒住ー昌
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3. 小脳皮質の微細構造についてく第 1報〉…………………...・H ・-・千大医森田解剖 田 辺健 一 
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1. タツナミtJイくDolabellaauricuIa S:) 
の遺精髄転について 黒住ー昌 
タツナミガイは軟体動物語、鯨類に属ナる海産動物 
にしで唯堆両性の生殖腺，即ち卵精巣を右し精子発
生並びに卵発生は同一腺胞内にて殆ど同時に進行ナ 
るものでるる。演者は神奈川県三崎町及び千葉県小
湊町沿岸に於で採集ぜる該勤物の卵精巣を，海水を
含む Ciaccio"Nemec，Bouin，Zenker-formol等
の固定液を以て固定し，ベラフィン切nとなし遺精
細胞の微細構造を観察した。使用した染色法は
Heidenhain鉄ヘマトキシリン法及び Benda民法 
である。
Spermatogonia，Spermatocyt，Spermatidの
各時期を通じで細胞質中に数個乃至数十都!の極主うで
微細なる頼粒を認め，無:挟序に排列する場合もあ
!J，又一定の線状に排列して各頭粒間を極めて繊細
な糸状物が蓮結ずる像を見る。此の微細顕粒はsJi"謂
Mikrosomenであり，駅粒間搬維は Mikrosomen-
fadenである。時として Mikrosomenはその周囲
に最状生胞を形成すると認める。上記Mikrosomen
より更に粗大なる球状穎粒を特に Spermatocyt及
ぴ Spermatidに多量に認必る。此れは Mitochon-
driaであり屡々核のー側に集団をなして存し後越
する Idiozomを取D因む状態を示ナ。個々の Mi-
tochondriaの形状は球形又は卵同形であって，本
動物に於ては糸状又は梓状の Mitochondriaは何れ
の時期にも認め与ととができなかったの時として個
々の Mitochondriaの問に糸状連絡を見るととがあ
り，又 Mikrosomenと Mitochondriaが共存し
てその問に明確なる区別を立て難き場合が多く存ナ
答。此れちの事実から Mikrosomenが Mitochon司 
driaの母体であって，両者の問に移有状態の存ナ
るととが推定せ、られる。 Idiozoli1_は核の近傍に存す
る1伺時には 2但!の球形又は卵円形の大型塊状の物 
体であり， Spermatocyt及び早期白 Spermatidに
於て明瞭に観察し得る。 Idiozomは時に Mitochon-
dria染色により全〈染色されず，所謂 Negatives
B iIdをなし，その周辺に密に配列せる集団状の
Mitochondriaが存しあたかも Mitochondria集団
内部の空胞の如く見られる場合がある。
Spermatidが Metamorphoseを開始すれば，
球形の核は濃縮してへマトキシリンに濃染し形態も
や丸小となfI，漸次細胞り前端に移動し細胞質・の大
部分は後方にあって著しく膨大し，細胞の形態は西
洋梨状を皐ナる。との以前 Centrosomより 1本の
鞭毛が発生し細胞体外に突出するが，との時期に至 
fJCentrosomは核の後端に密接ナ与に至o。か L
る形態に達した Spermatozoaは次第にその長さを 
靖加し且つi障を減じで，核は球形，卵同形あら更に
組長〈梓状に変化ナる。細胞質・は次第に後方に駆透
せられ， Mitochondriaは小額粒形を保ちつ L鞭毛 
の周囲に散主ナるも，還には細胞質の大部分と共に
精子より放擁されるもののようである。かくしで完 
成せる精子は糸状の掠めで F長い核より成る頭部と此 
れに連続ナる，頭部の 10倍以上の長さを有する鞭
毛から形成せられ， 捕手L類に見られる知き典型的な
中節は認争られない。
2. 	 トノザマガ:J:.JJ，;くRananigrom.acwat.a) 
o嘆粘膜について 荒井元吉
トノサマガエノレ喋粘膜には 2種類の柴液腺が存在
し，粘膜下居中の腺は管状胞状腺に属しその腺細胞
には繊毛を有ずるものと然らさ、、るものを認め，繊毛
を有する腺細胞には分泌頼粒を認めず，此れに反し
織毛を有せざ、る細胞には多量の分泣、顎粒を認め-'>0
さらに又此れら 2種細胞の移行型と考えられる細胞
も存在し此そしには少量の分担、野.粒が表層!て近〈存在
し且つ繊毛をも有ナる。然しながら此の程の細胞の
鱗毛は前悲した分担、額粒を有しない細胞の繊毛に比
し盗かに痕跡的である。従って繊毛を者し分泌額粒
を有しない膜細胞は分泌休止期に差うれ該細胞が分
迎、機能を開始すれば失第に分泌頼粒を噌加し分担、を
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開始ナ.0と共に繊毛を失うに至.0ものと考えちれ I.分子居: 分子居には銀lて濃染ナる Hortega-
る。比較的小7肢の分泌頼粒は基底側に存し，表暦に gliaと銀に淡染ナる Oligodendrogliaが散在し，
近附くに従ってその大きを噌大し且つ細胞縦軸に並 両者共細胞原形質は僅タであ答。 HortegagIiaは略
行な数条の列をなナことが認められる。しかも此れ 櫛田形核を有し細抱体上 P両極性，多極性に細長の
ら分泌頼粒の相互間には此れを縦に連ねる極占うで麟 突起を出し突起は更に尖端に走るに従い分扶・し，此
細な糸状物が存じ細胞基底部に近くは多数の徴細な の小枝の周囲には悲In毛を観察ナる。 Oligodendro・
.0球形頼粒に連続ナる。此の飯細頼粒は所謂Mikro__ gliaは蹴して HortegagIiaに比し形は大きいか叉 
somenであれ Mikrosomen相互間並びに分担、頼 は同大で同形核を有し核内にlr醤銀性粗大穎粒を包蔵
粒を連結ナる組糸は Mikrosomenf制 enである。 し HortegagIiaの立!lき突起は会〈認められ古るか
上記の所見より最小なる分泌穎粒は Mikrosomen 又は極めて短い突起を認めるに過ぎない。との短突
に関係ありで発生し，頼粒は次第にその周囲に分泌 起の尖端に膨陸せあ小球を観察し符石。其の他櫛円
物質を吸着しつ Lその大きを噌大し Mikrosomen- 形核を有しl管:酸性粗大観粒を含むも表層に向つての 
f剖 en上を腺腔に向って誕行，下層より表層に上昇 みj乏しF、突起を 1本乃至2叉性に出じている Fananas
し還に腺陸内に分泌そられるに宝石。かくの如〈 氏細胞を観察し得る。 Tangentialfaserは分子層の
，Mikrosomenf剖en上を物質は移動ナる性質がある 深部きに存在ずると謂われているが，私の標本で、は
と考えちれる。 繊細なるものは向表}菅直下迄此れを見出ナ事ができ
腺細胞の繊毛は粘膜表層に於けあものと同じく細 た。叉此の繊維には走行中に小結節の存在を認、必得
胞遊離縁に近〈ー列に並列せる;1、球形顎粒状の基礎 る。 Tangentialfaser，Kletterfaserより分枝せる
小体に始主る。他方此の基礎小体より細胞質内に向 微五li無髄繊維は更に徴細に分校し互に交叉して居の
って極めて微細なる繊毛根が発生し細胞内を縦走し 深部に於て Wabenstrukturく峰巣状構造〉をたし
て核附近にで消失ずる像を見る。此の繊毛根上に時 ている。
正しで Mikrosomen頼粒が存ホナるを認、必，繊毛 ][.頼粒唐: 頼粒細胞が無数に存在し大さは略
根は Mikrosomenfadenと同ーなるか或は&くと 鯨巴球大，核内にクロマチン頼粒を多数合む。との
も此れに近似せる物体であると忠われる。 細胞の突起を染色ナ各事は困難なるも私白標本に於
嘆粘膜上皮居中には粘膜下層に於けるものと異る でとの細胞の辺鞍が鋸歯状を皐している事を認占うた
他種の柴液性と思われる腺が存在し此れには多数の 故，突起は存在すると思われる。此等頼粒細胞の間
分泌穎粒を包含ナる不規則円柱形又は立方形の腺細 に介在ナる徴細無髄神経繊維は更に小枝に分;践し時
胞よ P成る単胞状腺と，他方には重層上皮列中のー に小なる針白状神経終末くOse)にで終っている。
個の上皮細胞内に分泌頼粒を生じ発生したる単一知i 頼粒居には t~l その数多からざるも MokrogIi a， Hor-
胞腺が存ナる。前者の分泌頼粒は大形にして極めて tegaglia，OIigodendrogliaが散在しでいるのを認
多量で、あるに反し，後者の分泌頼粒はその数も歩く む。
をMakroglia[，髄質: 髄質には極めて多くの 1、形で、ある。従って単一細胞腺はおそらく上皮;1かっ 
居内胞状腺の原始的段階にあるものでるってとの両 認め Makrogliaは核は略円形，原形質、はタ〈長
者の細抱は全〈同一系統に属ナ石ものと忠われる。 突 ít~性と短突起性の 2 種を観察し符，短突起性の
以上を総括して考うるに蛙嘆粘膜には 2種の奨液 Makrogliaには Oligodendrogliaに類似した細胞
腺が存在ずるとしさらに膿上皮と粘膜上皮とは容 も発見され，との両者には移行型が存ナるか主恩わ
易に，互に移行し得あ性質-が存ナるものであること れる。との Makrogliaはー細胞原形質内に核が2
を認める。 個接着して存ナる状態， 2個の細胞が近距離に相接 
ずる状態等の直接細胞分裂像を思わぜるものを観察
3. 小脳鹿質の微細構謹Iζ就いてく第1騒〉 し符る。 MakrogIiaの星状形をなす突起は尖端に
田辺健二 走るに従い多くの分校を出し尖端終末に於ては隣接
白ネコぐミを用い;j、脳皮質徴細構造を観察した。固 の Makrogliaの同様突起との連絡が見られる。叉
定は 10%Formol及び CajaI氏固定液を用いカ 突起が 01igodendrogliaを取巻いているのも発見F
ポワック久切片とたし吾教室の BieIschowsky氏鍍 されあ。突起の尖端が血骨盤に援し結節状の血管足
銀変法を使用したo は認められるも特に血管の周囲にのみ集鋲ナるが如;i lJI!'_，' 
